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開催
報告

●ウクライナの子どもたちも今のぼくのように平和に暮らせますように

●ジェーニャ君の母親、オルガさんからのメッセージ

　ジェーニャ君はキーウ第一東洋学校で日本語
を勉強していた11歳の少年です。ウクライナの
民族衣装を着て、来日して本格的に習い始めた
日本語で話し始めました。参加した小学生は、古
い教会が建ち並ぶ緑豊かな故郷キーウの話や、
生徒は掃除をしない、携帯電話の持ち込みが許
可されているなどの学校生活の違いの話に興味
津々です。
　一転、ジェーニャ君自身が撮ったビデオに切り
替わりました。暗く、殺伐とした爆弾シェルターの
中です。画面の中のジェーニャ君と友達が、ロシ

アの侵略が始まってからのシェルターでの生活を「寒いです」「幼稚園や小学校が攻撃されています」「食
料が少なくなってきています」と訴えています。自分たちと同じくらいの小学生の言葉に、参加者の子ども
たちは真剣に見入っていました。ビデオの最後で「戦争が終わったら、東京ディズニーランドに行きたいで
す」と笑顔で話す子どもの言葉に、大人のエゴで起こした戦争は何の罪もない子どもたちまでも巻き込
み、未来を奪うものだと編集部も胸が痛みました。
　ジェーニャ君は講演の最後に、ポーランド、イギリスを経由して、やっとの思いでたどり着い
た日本での平穏な日々を紹介し、「早く戦争が終わって、ウクライナの子どもたちも今のぼく
のように平和に暮らせるように願っています」と締めくくりました。

最福寺　家康公と日善上人像

主催：千葉県ユニセフ協会
後援：千葉県、東金市、東金市教育委員会　協力：船橋歩こう会、最福寺、本漸寺
協賛：生活協同組合コープみらい千葉県本部、東京サラヤ（株）

ユニセフ・ラブウオーク IN 東金ユニセフ・ラブウオーク IN 東金
参加者
募集

問い合わせ・申し込み 千葉県ユニセフ協会 TEL 043-226-3171　10時～16時（土・日・祝日休み）

問い合わせ

コープみらい 千葉県本部 参加とネットワーク推進部
TEL 0120-925-036　9時～17時（土・日・祝日休み）

募集人数

応募方法

参 加 費 大人500円　子ども（4歳～小学生）200円　
※参加費は全てユニセフ募金とさせていただきます。
70人（先着順）
Webまたは電話でお申し込みください。
※2人以上のお申し込みは、同居家族のみ
とさせていただきます。

千葉県ユニセフ協会 検 索で

　東金市で2回目となるユニセフ・ラブウオークを千葉県立東金高等学校を拠点会場として開催します。
　八鶴湖周辺の徳川家康ゆかりの寺院を見学、日吉神社を経由し、東金市街を歩きます。家康ゆかりの地「東金」の自然と歴史を学び、
世界の子どもたちへの支援の輪を広げるユニセフ・ラブウオークに参加しませんか。

～自然と歴史を学び、
　世界の子どもたちへの支援の輪を広げよう～

応募は
こちらから▶

開 催 日

場　　所

集合場所

時 　 間

10月28日（土）
八鶴湖とその周辺　約5km
千葉県立東金高等学校
［受付］ 9時～9時30分　［開会式］ 9時30分～9時50分

開会式終了後10人程度のグループになり、間隔をあけて順番に
スタート、ゴール後は自由解散（ゴール後お楽しみ抽選会の当
選発表あり）。
最終組の解散時間　12時30分頃

ぼくはジェーニャ11歳 一緒に平和のことを考えよう！
　ロシアの侵略が続くウクライナから避難して、現在千葉市内の小学校に通うジェーニャ君が、8月5日（土）コーププラザ千葉で35人の
小学生（4年生～6年生）を前に母国や避難生活などについて講演を行い、平和への願いを訴えました。

子どもたちに平和な未来を2023 主催：子どもたちに平和な未来を2023実行委員会
（千葉県生活協同組合連合会・コープみらい・パルシステム千葉・生活クラブ千葉・なのはな生協）

　休憩時間、参加した
子どもたちと、ゲームや
ジェーニャ君が作った
マンガの話ですっかり
仲良しに！
　子どもたちの間には
国境はありません。楽
しい話で盛り上がって
いました。

　各グループを回るジェー
ニャ君と母親のオルガさん。
シェルターでの生活を聞か
れると、「怖かったことは、寝
ている間に自分たちの物が
なくなったり、誰かが入って
くるたびにロシア兵ではない
かと恐れたりしたことです」
と、日本では考えられない答
えに子どもたちも驚いた様
子でした。

　ウクライナに残っている親戚や友人はまだまだ恐怖の中にいます。日本に住ん
でいると遠い存在のように思えますが、戦争は世界を巻き込み日本の生活にも大
きな影響を与えています。長引くことで将来を脅かします。だからこそ、今起きてい
ることや今日ジェーニャから聞いたことに関心を持って、将来の平和な世界のた
めに自分は何ができるか考え続けてください。

話を聞いて思ったこと・感じたこと 平和な世界にするために何ができるかな
●参加した子どもたちの感想


